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§１．研究成果の概要 

 

確率的セルラオートマタ(SCA)に基づくアニーリング方式の収束性向上・実行効率向上・応用実

証の研究を推進し，CEATEC2021 でデモ展示を行った．また，次期ハードウェアの開発を進めて

いる．決定森に関しては，ExtraFerns の次世代版，特徴量事前分割方式による推論アーキテクチ

ャ（FPT2022 ベストペーパー受賞），Thermometer エンコーディング特徴量分解による学習アーキ

テクチャ，誤りを許す分岐予測に基づく推論高速化など，アーキテクチャ視点での並列化・軽量

化・高速化の研究に取り組んだ．更に粗粒度行列処理の研究も本格始動した． 

高信頼性・安全性の学習手法として，多様な解候補の列挙手法，および適切な改善行動を決

定木で予測する「反実仮想説明木」の学習法を開発し，人工知能のトップ会議 AAAI2022，および

機械学習のトップ会議 AISTATS2022 に採択された．実世界の構造データに対する組合せ最適化

についての成果を当該分野の第一級の学術誌と国際会議で発表した．  

再生可能エネルギーのナノグリッド群を電気自動車でネットワーク化する自立型地産地消エネ

ルギーシステム最適化問題の例を数学的に定義し，この問題に取り組むプログラミングコンテストを

前年度に引き続き開催した．参加登録者数は 2020 年度が 1716 名(うち 687 名が海外)，2021 年

度が 1925 名(うち 813 名が海外)と大盛況であった．また，過去のコンテスト成果を活かして，アニ

ーリングマシンのグラフ埋込みアルゴリズム(17 年度課題)が学術誌 Springer Soft Computing に採

択された．買物支援サービス（19 年度課題）における時空間最適化技術を国際会議 NOLTA2020，

地域エネルギーシステム(20 年度課題)における多目的時空間最適化技術を国際会議 IEEE 

EPEC2021で発表した． 
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§２．研究実施体制 

 

（１）アーキテクチャグループ 

① 研究代表者： 本村 真人 （東京工業大学 科学技術創成研究院 教授） 

② 研究項目 

・ アンサンブル・オンライン学習エッジアクセラレータ 

・ 多目的エネルギー最小化エンジン 

 

（２）機械学習グループ 

① 主たる共同研究者：有村 博紀 （北海道大学 大学院情報科学研究科 教授） 

② 研究項目 

・ 高精度アンサンブル-オンライン学習 HWの研究開発 

・ 高信頼性・安全性の学習アルゴリズムの研究開発 

・ 時空間展開型-機械学習 HWの自動運用技術・応用技術 

 

（３）社会応用アルゴリズムグループ 

① 主たる共同研究者：湊 真一 （京都大学 情報学研究科 教授） 

② 研究項目 

・ アニーリング計算の応用展開・評価 

・ 次世代アニーリング計算モデル 

・ 時空間展開 HW-SW統合アルゴリズム 

・ 時空間展開型-最適化問題応用 

 

（４）数理科学グループ 

① 主たる共同研究者：坂井 哲 （北海道大学 大学院理学研究院 教授） 

② 研究項目 

・ 最適グラフ埋め込み指導原理 

・ 確率セルラオートマタ（SCA）型高速サンプリング理論 

・ 対結合ゆらぎ基底状態安定性理論 

・ 数理モデル社会展開 
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